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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に封止部が形成された発光管を備え、当該発光管の一端に前記封止部を受容して保
持するベースが装着されてなるシングルエンド型ランプであって、
　前記ベースは、扁平正面および扁平裏面を有する扁平な直方体であり、
　前記ベースを受容して保持する収容凹部を備えたソケットの当該収容凹部に対して、前
記ベースが発光管の管軸に直交する方向に挿入されて着脱自在に装着される構成とされて
おり、
　前記ベースの扁平正面および扁平裏面の各々に、前記発光管の管軸に直交する方向に伸
びる凹溝または突条よりなる係合部が形成され、
　前記ソケットの収容凹部におけるベースの扁平正面および扁平裏面との対向面の各々に
、ランプの挿入方向に伸びる突条または凹溝よりなる被係合部が形成され、
　前記ベースにおける係合部が凹溝である場合に、前記ソケットの被係合部は当該ベース
の凹溝とランプの挿入方向に摺動可能に係合する突条よりなり、前記ベースにおける係合
部が突条である場合に、前記ソケットの被係合部は当該ベースの突条とランプの挿入方向
に摺動可能に係合する凹溝よりなり、
　前記ベースが前記ソケットの収容凹部に装着された状態において、前記ベースの係合部
が前記ソケットの被係合部に発光管の管軸方向において、および前記ベースの扁平正面に
沿った平面内での回転に対して、係合することを特徴とするシングルエンド型ランプ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はシングルエンド型ランプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、一端封止型のハロゲンランプなどのシングルエンド型ランプは、例えば、舞台照
明用またはコンサートホールの照明用の光源や、半導体ウエハの加熱処理装置用の光源と
して、幅広く利用されている。
　このようなシングルエンド型ランプとしては、例えば図１２に示すように、一端に封止
部７２が形成された発光管７１を備え、発光管７１内に、フィラメント７５が発光管７１
の管軸Ｃに沿って配置されると共に例えば窒素ガスを含む不活性ガスおよびハロゲン化合
物が封入されてなり、発光管７１の一端に封止部７２を受容して保持するベース８０が装
着された構成のものが知られている（特許文献１参照。）。
【０００３】
　このシングルエンド型ランプ７０におけるベース８０の底部には、２本の給電ピン８１
が管軸方向外方に突出して形成されており、給電ピン８１がソケット８５に対して発光管
７１の管軸方向に挿入されて装着される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－０８６０２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　而して、上記構成のシングルエンド型ランプ７０においては、ソケット８５から取り外
す場合には、シングルエンド型ランプ７０を発光管７１の管軸方向に引き出さなければな
らないが、シングルエンド型ランプ７０が搭載される装置（機器）においては、他のラン
プや反射鏡などの他の構成部材が存在する場合も少なくなく、ランプ交換作業が煩雑であ
るという問題や、シングルエンド型ランプ７０を取り出すときに、期せずして他の構成部
材と接触して、発光管７１が破損するといった問題が生ずることがある。
【０００６】
　本発明は、以上のような事情に基づいてなされたものであって、その目的は、ソケット
に対して発光管の管軸方向以外の方向に挿入して装着することのできる新規な構造を有し
、容易に着脱することのできるシングルエンド型ランプを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のシングルエンド型ランプは、一端に封止部が形成された発光管を備え、当該発
光管の一端に前記封止部を受容して保持するベースが装着されてなるシングルエンド型ラ
ンプであって、
　前記ベースは、扁平正面および扁平裏面を有する扁平な直方体であり、
　前記ベースを受容して保持する収容凹部を備えたソケットの当該収容凹部に対して、前
記ベースが発光管の管軸に直交する方向に挿入されて着脱自在に装着される構成とされて
おり、
　前記ベースの扁平正面および扁平裏面の各々に、前記発光管の管軸に直交する方向に伸
びる凹溝または突条よりなる係合部が形成され、
　前記ソケットの収容凹部におけるベースの扁平正面および扁平裏面との対向面の各々に
、ランプの挿入方向に伸びる突条または凹溝よりなる被係合部が形成され、
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　前記ベースにおける係合部が凹溝である場合に、前記ソケットの被係合部は当該ベース
の凹溝とランプの挿入方向に摺動可能に係合する突条よりなり、前記ベースにおける係合
部が突条である場合に、前記ソケットの被係合部は当該ベースの突条とランプの挿入方向
に摺動可能に係合する凹溝よりなり、
　前記ベースが前記ソケットの収容凹部に装着された状態において、前記ベースの係合部
が前記ソケットの被係合部に発光管の管軸方向において、および前記ベースの扁平正面に
沿った平面内での回転に対して、係合することを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のシングルエンド型ランプによれば、ベースを受容して保持する収容凹部を備え
たソケットの当該収容凹部に対して、ベースが発光管の管軸に直交する方向に挿入される
ことによって、ベースにおける係合部とソケットの収容凹部における被係合部が互いに少
なくとも発光管の管軸方向において係合される構成とされることにより、ランプの取付け
、取り外しの際には、シングルエンド型ランプを発光管の管軸に直交する方向に移動させ
ればよいので、シングルエンド型ランプをソケットに容易に装着することができる。
【００１３】
　扁平な直方体形状のベースの扁平正面および扁平裏面の各々に、発光管の管軸に直交す
る方向に伸びる凹部または凸部よりなる係合部が形成されており、収容凹部におけるベー
スの扁平正面および扁平裏面との対向面の各々において、ランプの挿入方向に伸びるよう
形成された凹部または凸部よりなる被係合部が形成されたソケットに装着される構成とさ
れていることにより、ベースにおける凹部または凸部がソケットにおける凸部または凹部
に沿って案内されながら係合されるので、ランプ偏軸、および、扁平正面（扁平裏面）に
沿った平面内での回転を防止することができてシングルエンド型ランプを適正な姿勢で確
実に装着することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明のシングルエンド型ランプの一例における構成の概略を示す正面図である
。
【図２】図１に示すシングルエンド型ランプの平面図である。
【図３】図１に示すシングルエンド型ランプの右側面図である。
【図４】図３におけるＡ－Ａ線断面である。
【図５】本発明のシングルエンド型ランプが装着されるソケットの構成の概略を示す平面
図である。
【図６】図５に示すソケットの構成の概略をベースと共に示す、発光管の管軸方向一端側
からみたときの一側面図である。
【図７】ベースとソケットとの装着状態を概略的に示す平面図である。
【図８】ベースとソケットとの装着状態を概略的に示す、発光管の管軸方向一端側からみ
たときの一端面図である。
【図９】シングルエンド型ランプのソケットからの取り外し方法を説明するための図であ
る。
【図１０】本発明のシングルエンド型ランプの他の例における構成の概略を示す正面図で
ある。
【図１１】本発明のシングルエンド型ランプに係るベースの更に他の例の構成の概略を示
す斜視図である。
【図１２】従来におけるシングルエンド型ランプの一例における構成の概略を、ソケット
に装着された状態で示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
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　図１は、本発明のシングルエンド型ランプの一例における構成の概略を示す正面図、図
２は、図１に示すシングルエンド型ランプの平面図、図３は、図１に示すシングルエンド
型ランプの右側面図、図４は、図３におけるＡ－Ａ線断面図である。本明細書においては
、便宜上、ベースにおける、発光管の管軸に沿って伸びる４つの周側面のうち、幅広な周
側面の一方を「扁平正面」、他方を「扁平裏面」という。
　このシングルエンド型ランプ（以下、単に「ランプ」という。）１０は、一端にピンチ
シールによる扁平な封止部１２が形成されていると共に他端に排気管残部１３を有する、
例えば石英ガラスよりなる発光管１１を具えており、発光管１１の一端に、セラミックス
例えばアルミナよりなるベース３０が封止部１２の一部を受容して保持した状態で装着さ
れてなる。
【００１７】
　発光管１１内には、例えばタングステンよりなる１本の線材がコイル状に巻回されて形
成されたフィラメント１５がその巻回軸が発光管１１の管軸Ｃに沿って伸びるよう配置さ
れると共に、例えば窒素ガスを含む不活性ガスおよびハロゲン化合物が封入されている。
【００１８】
　フィラメント１５の一端部は、一方の内部リード棒１６Ａの一端側部分に接続されてお
り、他端部は他方の内部リード棒１６Ｂの一端部に接続されている。
　一方の内部リード棒１６Ａおよび他方の内部リード棒１６Ｂの他端部は、それぞれ、発
光管１１の封止部１２内において気密に埋設された一方の金属箔１７Ａおよび他方の金属
箔１７Ｂの一端側部分に接続されている。
　一方の金属箔１７Ａの他端側部分には、各々発光管１１の他端面より管軸方向外方に突
出して伸びる複数の外部リード棒１８Ａの一端側部分が接続されており、各々の外部リー
ド棒１８Ａの他端部は、共通の棒状のコネクタ部材１９Ａに接続されている。
　また、他方の金属箔１７Ｂの他端側部分には、各々発光管１１の他端面より管軸方向外
方に突出して伸びる複数の外部リード棒１８Ｂの一端側部分が接続されており、各々の外
部リード棒１８Ｂの他端部は、共通の棒状のコネクタ部材１９Ｂに接続されている。
　図１、図２および図４において、符号２１はフィラメントを支持するサポーターであっ
て、他端部分が一方の内部リード棒１６Ａおよび他方の内部リード棒１６Ｂを保持固定す
る絶縁部材（ガラス片）２２に固定されている。
【００１９】
　ベース３０は、全体が扁平な直方体形状のものであって、発光管１１の管軸方向におけ
る一端面３０Ａにおいて開口する四角柱状の保持部３１を有し、発光管１１における封止
部１２の一部が保持部３１内に挿入されて装着された状態において、例えば接着剤（図示
省略）によりランプ１０の封止部１２に固定されている。
　ベース３０における、発光管１１の管軸方向における他端面３０Ｂには、２つのコネク
タ部材１９Ａ，１９Ｂの先端がベース３０の他端壁に形成された貫通孔３２を介して外方
に突出しており、例えばニッケルメッキされた真鍮よりなる接点板３５Ａ，３５Ｂが、例
えばスポット溶接あるいは銀ロウによって、各々のコネクタ部材１９Ａ，１９Ｂの先端部
に接続固定されて、これにより接続部３６が構成されている。
　接点板３５Ａ，３５Ｂは、各々逆方向に伸び、ベース３０の他端面３０Ｂの稜で屈曲さ
れて、それぞれ、ベース３０の扁平正面３０Ｃおよび扁平裏面３０Ｄにおいて発光管１１
の管軸Ｃに沿って伸びるよう形成された接点板配置用凹溝３３内に位置されて当該管軸Ｃ
に沿って伸びるよう設けられている。
【００２０】
　このランプ１０は、図５および図６に示すように、ベース３０を受容して保持する収容
凹部５１を備えたソケット５０の当該収容凹部５１に対して、ベース３０が発光管１１の
管軸Ｃに直交する方向に挿入されて着脱自在に装着される構成とされている。
　以下においては、便宜上、図５および図６に示す、Ｘ方向を「上方向」、Ｙ方向を「前
方向」、Ｚ方向「右方向」と定義する。
【００２１】
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　ソケット５０は、全体が略直方体形状であって、前面およびこれに続く上面領域におい
て開口する四角柱状の空間を形成する収容凹部５１を備えており、ランプ装着時において
ベース３０の扁平正面３０Ｃおよび扁平裏面３０Ｄの各々と対向する、収容凹部５１にお
ける互いに対向する２つの側壁５２Ａ，５２Ｂの各々には、接点タイプの給電体５５Ａ，
５５Ｂがその一部が収容凹部５１の内部空間に露出する状態で、設けられていると共にラ
ンプの挿入方向（上下方向）に伸びる突条５８よりなる被係合部が形成されている。
【００２２】
　このソケット５０は、装着されたランプ１０を取り外すためのピンレバー６０を備えて
いる。
　ピンレバー６０は、１本の金属線材が変形加工されてなり、収容凹部５１の底面５２Ｃ
に沿って前後方向に伸びる先端部分が弧状に湾曲する略Ｕ字型の中央アーム部分６１と、
この中央アーム部分６１の両端のそれぞれに連続して収容凹部５１の底面５２Ｃと平行に
外方に伸びる横桿部分６２と、これらの横桿部分６２に連続して先端部が斜め上方前方に
向かって伸びるレバー部分６３とを有し、横桿部分６２がソケット５０の後方下端縁位置
に設けられたスリーブ部材６５によって回動可能に軸支されると共にレバー部分６３が外
部に露出した状態で、設けられている（図９参照）。そして、ランプ装着時においては、
中央アーム部分６１は、収容凹部５１を構成する底壁に形成された、上方に開口する凹所
５３内に収容された状態とされる。
【００２３】
　この例のランプ１０におけるベース３０には、扁平正面３０Ｃおよび扁平裏面３０Ｄの
各々において、発光管１１の管軸Ｃに直交する方向に伸びる凹溝３８よりなる係合部が形
成されており、ランプ１０が装着された状態において、当該凹溝３８がソケット５０の収
容凹部５１における突条５８に摺動可能に発光管１１の管軸方向において係合される。
【００２４】
　以下、ランプ１０のソケット５０に対する取付け方法およびソケット５０からの取り外
し方法について説明する。
　このランプ１０は、発光管１１の管軸Ｃがソケット５０の収容凹部５１における底面５
２Ｃに平行に伸びる姿勢で、ベース３０の凹溝３８がソケット５０の収容凹部５１におけ
る突条５８に位置合わせされ、ベース３０における発光管１１の管軸Ｃに沿った一方の幅
狭な周側面を挿入先頭面３０Ｅとしてソケット５０の収容凹部５１に対して上方から発光
管１１の管軸Ｃに直交する方向（図６において白抜きの矢印で示す）に挿入されてベース
３０の凹溝３８がソケット５０における突条５８に沿って案内されながら全体が係合され
、図７および図８に示すように、ベース３０の挿入先頭面３０Ｅがソケット５０の収容凹
部５１の底面５２Ｃに当接（面接触）されると共にベース３０における接点板３５Ａ，３
５Ｂがソケット５０における給電体５５Ａ，５５Ｂに電気的に接続された状態で装着され
る。
【００２５】
　一方、ランプ１０をソケット５０より取り外す場合には、図９に示すように、ソケット
５０におけるピンレバー６０のレバー部分６３を押し上げること（図９において時計方向
に回動させること）により中央アーム部分６１を横桿部分６２を中心として回動させてラ
ンプ１０におけるベース３０の挿入先頭面３０Ｅに当接させてランプ１０全体を上方に押
し上げ、これにより、ベース３０の挿入後端面側部分をソケット５０の上端面より突出さ
せ、当該挿入後端面側部分を指で持って引き出すことができる。
【００２６】
　而して、上記のランプ１０によれば、ベース３０を受容して保持する収容凹部５１を備
えたソケット５０の当該収容凹部５１に対して、ベース３０が発光管１１の管軸Ｃに直交
する方向に挿入されることによって、ベース３０の扁平正面３０Ｃおよび扁平裏面３０Ｄ
の各々における凹溝３８がソケット５０の収容凹部５１における突条５８に沿って案内さ
れながら係合されるので、ランプ１０をフィラメント１５の適正な位置決めがなされた状
態でソケット５０に容易に装着することができ、しかも、ランプ偏軸、および、扁平正面
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３０Ｃ（扁平裏面３０Ｄ）に沿った平面（Ｘ－Ｙ平面）内での回転を防止することができ
るので、ランプ１０を適正な姿勢で確実に装着することができる。
【００２７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるも
のではなく、種々の変更を加えることができる。
　例えば、上記実施例は、突条よりなる被係合部が収容凹部に形成されたソケットに装着
される、ソケットの突条に摺動可能に係合する凹溝よりなる係合部がベースに形成された
構成のものとされているが、凹溝よりなる被係合部が収容凹部に形成されたソケットに装
着される、ソケットの凹溝に摺動可能に係合する突条よりなる係合部がベースに形成され
た構成のものであっても、上記実施例と同様の効果を得ることができる。
　また、ベースにおける扁平正面および扁平裏面の一方に凸部（突条）が形成され、他方
に凹部（凹溝）が形成された構成とされていてもよい。
【００２８】
　また、ベースにおける係合部は、図１０に示すように、ベース３０におけるソケットの
収容凹部の底面に対接される挿入先頭面３０Ｅに形成されていてもよく、この例において
は、ベース３０における挿入先頭面３０Ｅに２つの円柱状の係合用突起３９が発光管１１
の管軸方向に並んで形成されており、図５に示すソケット５０において、突条５８の代わ
りに、収容凹部５１の底面５２Ｃに、ベース３０における係合用突起３９に係合する凹所
が形成されたソケットに装着される構成とされている。
　このような構成のランプ１０においても、ソケットの収容凹部に対して、ベース３０が
発光管１１の管軸Ｃに直交する方向に挿入されることによって、ベース３０における係合
用突起３９とソケットの収容凹部における凹所（被係合部）が互いに発光管の管軸方向に
おいて係合される構成とされることにより、ランプの取付け、取り外しの際には、ランプ
１０を発光管１１の管軸Ｃに直交する方向に移動させればよいので、ランプ１０をソケッ
トに対して容易に、かつ、適正な姿勢で確実に装着することができる。
【００２９】
　また、図１１に示すように、ベース３０が放熱用のフィン４０が具備された構成とされ
ていてもよい。このベース３０は、発光管１１の管軸Ｃに沿った他方の幅狭な周側面（挿
入先頭面３０Ｅに対向する周側面）３０Ｆに、多数の放熱用のフィン４０が設けられてい
る。このような構成とされていることにより、ランプ保持部の放熱を効果的に行って過熱
状態に至る可能性を低減させることができる。放熱用のフィン４０は、一体に形成された
構成とされていても、フィン部分のみを形成して接着された構成とされていてもよい。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　シングエンド型ランプ
　１１　発光管
　１２　封止部
　１３　排気管残部
　１５　フィラメント
　１６Ａ、１６Ｂ　内部リード棒
　１７Ａ、１７Ｂ　金属箔
　１８Ａ、１８Ｂ　外部リード棒
　１９Ａ、１９Ｂ　コネクタ部材
　２１　サポーター
　２２　絶縁部材（ガラス片）
　３０　ベース
　３０Ａ　一端面
　３０Ｂ　他端面
　３０Ｃ　一方の幅広の周側面（扁平正面）
　３０Ｄ　他方の幅広の周側面（扁平裏面）
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　３０Ｅ　一方の幅狭の周側面（挿入先頭面）
　３０Ｆ　他方の幅狭の周側面
　３１　ランプ保持部
　３２　貫通孔
　３３　接点板配置用凹溝
　３５Ａ，３５Ｂ　接点板
　３６　接続部
　３８　凹溝
　３９　係合用突起
　４０　フィン
　５０　ソケット
　５１　収容凹部
　５２Ａ，５２Ｂ　側壁
　５２Ｃ　底面
　５３　凹所
　５５Ａ，５５Ｂ　給電体
　５８　突条
　６０　ピンレバー
　６１　中央アーム部分
　６２　横桿部分
　６３　レバー部分
　６５　スリーブ部材
　７０　シングルエンド型ランプ
　７１　発光管
　７２　封止部
　７５　フィラメント
　８０　ベース
　８１　給電ピン
　８５　ソケット
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